
１．事業説明シート （区分）　国補　・　県単　

事業箇所 地区名

（３）事業の妥当性評価 妥当

①課題・背景 ①公共関与の妥当性（行政が行うべき事業か） ○

②事業執行主体の妥当性（県が行うべきか） ○

③経済妥当性 ○

300 百万円 工期 基準年 R１

費用 231 百万円 便益 300 百万円

事業費用 231 百万円 201 百万円

②整備目標・効果 その他費用 百万円 97 百万円
□主要目標　○災害に強い道路の確保 2 百万円
  ・危険度　橋梁等：耐震未補強 0 百万円
  ・損傷度　橋梁等：対策区分　C判定

  ・緊急輸送道路の指定：なし 費用便益比（B/C）は、1.0を超えており、経済効率性は確保されている。
  ・自動車交通量　6,472台/12h＞3,428台/12h以上(平日)※（※評価基準値） ④事業実施・規模の妥当性 ○
□副次目標 ○集落間･小規模拠点施設へのアクセス向上

⑤整備手法の有効性 ○

□副次効果 ⑥環境負荷等への配慮 ○

⑦事業計画の熟度 ○

①整備内容

②着手年度 ［貢献度ランク：ａ］

④総事業費

⑤年度別の整備内容 　　　　（事業費）

令和2年度 30 百万円

令和3年度 80 百万円

令和4年度 90 百万円

令和5年度 80 百万円

令和6年度 20 百万円

⑥既整備内容・期間・事業費

・事業名 広域営農団地農道整備事業（金川曽根地区）

・整備内容 農道工　L=22ｋｍ

・整備期間 昭和４５年度～昭和５６年度

・総事業費 ５９１　億円

　令和6年度　令和2年度

　約300百万円

耐震工事

総　合　評　価

耐震工事

　調査に関する事前評価済（H30）

（１）事業の概要

土地改良耐震対策事業（国補）

令和元年度　公共事業事前評価調書（簡易型）

・土地改良法施行令第50条第1項4の3により県が事業主体となって行うべきものである。

・本地区は災害を未然に防止するための防災事業であり、大規模地震対策特別措置法第3
条第1項に基づき指定された地震防災対策強化地域を対象に行うもので行政が行うべきも
のである。

妥当でない

山　梨　県事業名  西八代郡市川三郷町上野他 三
み

　珠
たま

事業主体

　金川曽根広域農道は市川三郷町から山梨市へと繋がる幹線農道であり、昭和56年の共
用開始以降、峡東、峡中、峡南の３地域において、農業の物流を支える重要な路線として
活用されており。また本路線の終点である富士川を渡河する富士川大橋は、現在、耐震強
化を実施中であり、完成後は通行の安全が確保され、対岸で接続する「富士川西部広域農
道」を経由し南アルプス市まで繋がる幹線農道としてさらなる活用が期待されている。一
方、金川曽根広域農道の市川三郷町区間では３橋梁（一城橋、奥ノ沢橋、川浦橋）があ
り、昭和52、53年の架橋以降、40年以上が経過しており、点検の結果、現行基準の大
規模地震を対象とした耐震性能は有しておらず、早期の対策が望まれている。そのため、
本事業により耐震化を行い、災害を未然に防ぐとともに、災害に強い道路網を確保し、農
業の物流および住環境の安全を確保するものである。

R2　～　R6総事業費

災害時の復旧対策費軽減効果

（国費165百万円(5.5/10)  県費102百万円(3.4/10) 町費33百万円(1.1/10)）

測量・設計

・道路橋示方書等最新基準に合致した必要な整備量としている。

・工事の際は、環境等への影響を最小限にするよう措置を講じる。

③完成見込年度

橋梁耐震補強　Ｎ＝３橋

経
済
効
率
性

（２）整備内容

耐震工事

※記載内容は見込みであり、確定したものではない。

・早期着工の要望有り

耐震工事

一般交通等経費節減効果

走行経費節減効果

維持管理費節減効果

  ・対象路線の幅員４ｍ以上道路延長率
　　　　　　１００％＞７９．５％以上※　（※評価基準値）

1.3Ｂ／Ｃ

○既存施設の崩壊危険性の排除

・受益面積規模、事業対象工種から、土地改良耐震対策事業で対応することが妥当である。

（４）事業位置図等



２．添付資料シート(1)

52

52

52

52

１４０
１４０

52

Ｉ

富

士

川

西

部

広

域

農

道

鰍沢口駅

市川大門駅 市川本町駅

甲斐上野駅

芦川駅

国

道

号

県

道

四

尾

連

湖

公

山梨県土木防災備蓄倉庫

（左岸）

１２

３

４

５

６

７

９８

１

河
備

農 振 農 用 地

市 町 村 境

高 速 道 路

国 道

県 道

広 域 農 道

富 士 川 河 川
防災ステーション
山梨県土木防災
備 蓄 倉 庫

その他防災拠点

増 穂
インターチェンジ

凡　　　　　　例

ＩＣ

NO

備

河

土地改良耐震対策事業 三珠地区 一般計画平面図

富
士
川
町

防災拠点

増穂ＩＣ

備

至 南アルプス

地 域 災 害 時 拠 点 病 院
峡南医療セ ンタ ー富 士川 病院

山 梨 県 南 巨 摩 合 同 庁 舎

鰍 沢 警 察 署

峡 南 消 防 本 部 増 穂 分 駐 所

富 士 川 町 役 場

峡 南 消 防 本 部

地 域 災 害 時 支 援 病 院
峡南医療センター市川三郷病院

山 梨 県 西 八 代 合 同 庁 舎

鰍 沢 警 察 署 市 川 分 署

市 川 三 郷 町 役 場

そ の 他 防 災 拠 点 等   施 設 一 覧

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

富士川河川

防災ステーション（右岸）

河

川浦橋

一城橋

奥ノ沢橋

①②

③

受 益 面 積
総 事 業 費

３１１　ｈa

約　３　億円

事 業 概 要

主 要 工 事 橋梁耐震整備　Ｎ＝３箇所



２．添付資料シート(2)

①一城橋全景 支承部の腐食

③川浦橋全景 支承部の腐食

②奥ノ沢橋全景 主桁と支承部の腐食

④橋台と主桁を連結する落橋防止装置（イメージ）


